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見えない脅威を乗り切るために
　６月１日、約３カ月続いた一斉休校が終
わり、子どもたちのにぎやかな声が学び舎
に戻りました。
　それから２カ月。学校生活は新型コロナ

ウイルスに備えた「新しい生活様式」の実
践で大きく変化。子どもたちが安心して学
ぶことができる環境づくりを目指して模索
が続く教育現場の今をお伝えします。

新型コロナウイルスで変わる学校の日常

　町内各小・中学校では、新型コロナ

ウイルスの脅威を乗り越えるため、各

先生らが試行錯誤しながら、「新しい

生活様式」を実践してくれています。

　町では、これまで本町が取り組んで

きた ICT による教育をさらに推し進め、

子どもたちが安心して学ぶことのでき

る環境を整備し、学びの保障と教育の

質の向上に取り組んでいきます。

ICTで子どもたち
の 学 び を 支 援

甲佐町教育委員会

蔵田 勇治 教育長

●お問い合わせ先　
　町学校教育課　 TEL096-234-0102

■
試
行
錯
誤
が
続
く
教
育
現
場

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
臨
時
休
校
し
て
い
た
町

内
の
小
・
中
学
校
が
再
開
し
て
、

ま
も
な
く
２
カ
月
が
経
と
う
と
し

て
い
た
７
月
22
日
（
水
）
甲
佐
中

学
校
で
授
業
参
観
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

保
護
者
ら
が
わ
が
子
の
成
長
を

を
見
守
る
こ
の
学
校
行
事
も
、
今

年
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒

の
徹
底
な
ど
の
感
染
対
策
を
行
い

な
が
ら
実
施
。

　

そ
の
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
体
会
は
リ

モ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
保
護
者
ら
は

各
教
室
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
た
永
瀨
善
久
校
長
ら
の
話
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

感
染
を
防
ぐ
「
新
し
い
生
活
様

式
」
に
合
わ
せ
て
、
教
育
現
場
で

は
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

龍
野
小
学
校
や
白
旗
小
学
校
で

は
、
休
校
期
間
に
特
別
支
援
教
育

支
援
員
や
学
校
主
事
、
教
職
員
が

作
製
し
た
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
や

仕
切
り
板
を
飛
沫
防
止
に
活
用
。

　

７
月
16
日
か
ら
プ
ー
ル
の
授
業

が
始
ま
っ
た
甲
佐
小
学
校
で
は
、

着
替
え
時
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
、

更
衣
室
を
複
数
用
意
し
、
児
童
ら

を
分
散
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
に
は
、
教
員
ら
が
手
す

り
な
ど
の
消
毒
を
毎
日
実
施
し
て

お
り
、
乙
女
小
学
校
の
川
上
輝
美

校
長
は
「
教
職
員
総
出
で
児
童
ら

が
触
れ
る
部
分
を
中
心
に
消
毒
し

て
い
ま
す
。
手
洗
い
や
手
指
消
毒

の
徹
底
も
引
き
続
き
進
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

１

２

３

４５

１_手作りのフェイスガードを使って対話する龍野小児童ら　２_机を離して静かに給食を食べる甲佐小の児童ら　３_手作りの仕切りが設置さ
れた白旗小の手洗い場　４_放課後に手すりなどの消毒を行う乙女小の教員ら　５_甲佐中のＰＴＡ全体会では永瀨校長らがリモートであいさつ
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
関
連
事
業
の
一
環

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
町
民
の
生
活

支
援
と
低
迷
し
た
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
７
月
６
日

（
月
）
よ
り
、
甲
佐
町
商
工
会
内

特
設
ブ
ー
ス
に
て
甲
佐
町
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

商
品
券
は
、
７
月
26
日
現
在
、

町
内
18
の
飲
食
店
で
使
え
る
飲
食

店
用
（
５
０
０
円
×
10
枚
）
と
飲

食
店
18
店
舗
を
含
む
町
内
84
店
舗

で
利
用
可
能
な
一
般
用
（
５
０
０

円
×
20
枚
）
の
２
種
類
を
用
意
し

て
お
り
、
飲
食
店
用
は
２
５
０
０

円
、
一
般
用
は
５
０
０
０
円
で
購

入
可
能
で
す
。

　

商
品
券
の
購
入
は
、
免
許
証
や

保
険
証
と
い
っ
た
住
所
が
わ
か
る

も
の
の
提
示
が
必
要
で
す
。

　

飲
食
店
用
に
つ
い
て
は
、
町
内

事
業
所
に
勤
務
す
る
方
も
ご
購
入

い
た
だ
け
ま
す
。
購
入
時
に
、
社

員
証
な
ど
町
内
事
業
所
で
勤
務
す

る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

■
完
売
次
第
販
売
終
了
、
利
用

　
は
来
年
１
月
12
日
ま
で

　

２
つ
の
商
品
券
は
、
い
ず
れ
も

12
月
15
日
（
火
）
ま
で
（
土
、
日

曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）
販
売

期
間
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
完
売

し
た
場
合
は
そ
の
時
点
で
販
売
終

了
と
な
り
ま
す
。

　

７
月
26
日
現
在
、
飲
食
店
用
が

残
り
１
０
２
９
冊
、
一
般
用
が
残

り
３
６
４
６
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
品
券
は
販
売
所
へ
お
越
し
の
方

一
人
に
つ
き
１
冊
ま
で
購
入
可
能

で
す
。
お
買
い
求
め
の
方
は
、
甲

佐
町
商
工
会
へ
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

■
商
品
券
ご
利
用
の
注
意
点

　

甲
佐
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

町
内
の
登
録
店
舗
で
ご
利
用
で
き
ま

す
が
、
た
ば
こ
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
の
購
入
、
公
共
料
金
の
支
払
い
な

ど
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
商
品
券

の
転
売
や
譲
渡
も
不
可
で
す
。

　

ま
た
、
購
入
の
際
、
つ
り
銭
は

出
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
商
工
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

お得な商品券で町内のお店を応援しよう

甲佐町プレミアム付商品券の販売がスタート

ト ピ ッ ク ス
▼

甲
佐
町
商
工
会
内
の
特
設
ブ
ー
ス
で
販
売
が
始
ま
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
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６
月
24
日
（
水
）
乙
女
小
学
校

（
川
上
輝
美
校
長
）
で
、
令
和
２
年

度
ま
つ
や
ま
塾
が
開
講
し
ま
し
た
。

　

同
塾
は
放
課
後
に
地
域
住
民
の
参

加
協
力
を
得
て
地
域
社
会
で
子
ど
も

た
ち
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
、

町
教
育
委
員
会
が
平
成
20
年
か
ら
主

催
。
主
に
毎
週
水
・
金
曜
日
に
同
小

学
校
を
中
心
に
年
間
40
回
程
度
、
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

７
月
３
日
（
金
）
は
同
小
校
舎
で

七
夕
飾
り
つ
く
り
に
挑
戦
。
子
ど
も

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
事
を
書

い
た
短
冊
な
ど
を
地
域
住
民
が
準
備

し
た
竹
笹
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

　

石
原
葵
さ
ん
（
乙
女
小
６
年
・
津

志
田
区
）
は
「
お
願
い
が
叶
う
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　７月２日（木）甲佐小学校（武永春美校
長）で交通安全教室が開催されました。
　同教室は、正しい交通ルールを児童が学び、
事故の発生を防ぐことを目的として、町と御
船警察署が開催。
　児童たちは御船署員から交通マナーや自転
車の点検方法、自転車の正しい乗り方などに
ついて説明を受けた後、運動場に訓練用の信
号機を設置して作られた仮設の横断歩道や同
小学校前の交差点を横断する実技訓練に臨み
ました。

中学３年生の選手らに集大成の舞台を 
中体連代替大会を開催

地域社会で育てる子どもたち   
令和２年度乙女小「まつやま塾」開講

交通ルールを守ろう  　
甲佐小学校で交通安全教室を開催

▼試合コートを分散させるなどの対策を行った大会の開会式で選手宣誓する選手ら

▲御船署員の指導を受けながら実技訓練を行う児童ら

▼

願
い
を
込
め
た
短
冊
を
飾
り
付
け
る
参
加
者

　

７
月
18
日
（
土
）
郡
中
学
総
体

中
止
に
伴
う
代
替
大
会
が
始
ま
り
、

郡
内
を
中
心
に
各
会
場
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
中

学
総
体
（
中
体
連
）
の
代
替
大
会

を
開
催
し
、
中
学
３
年
生
の
選
手

ら
に
集
大
成
と
な
る
舞
台
を
提
供

し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

軟
式
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
卓
球
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
硬
式
テ
ニ
ス
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
水
泳
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
陸
上
競
技
、
駅
伝
競
技

の
各
協
会
な
ど
が
主
催
。

　

本
町
で
は
、
甲
佐
中
学
校
体
育

館
お
よ
び
甲
佐
町
農

林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

が
、
同
中
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

（
女
子
）
の
２
競
技
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
に
出
場
し
た
本
田

楓
椛
さ
ん
（
甲
佐
中

３
年
・
大
町
区
）
は

「
中
学
最
後
の
プ
レ
ー

が
で
き
る
場
を
準
備

し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。
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　７月９日（木）町役場本庁舎で、豪雨災害の被
災地を支援する派遣職員の激励会が行われました。
　町では、被災自治体や熊本県町村会の要請に応
じて、７月豪雨により大きな被害が発生した芦北
町および球磨村へ町職員を順次派遣しています。
　激励会で奥名町長は「熊本地震の際、本町は芦
北町からも支援をいただきました。被災者の笑顔
を取り戻すような活動を期待します」と訓示。
　派遣初日となった10日は、２人が災害ごみの
仮置き場で活動に従事し、被災者が運び込んだ家
電製品や畳などの災害ごみの分別や案内を支援。
　13日からは被災者の生活再建において重要な
り災証明書発行のための被害認定調査や新型コロ
ナウイルスへの対策が続く避難所運営の支援も始
まり、７月26日現在で本町職員のべ61人を派遣
しました。被害認定調査に加わった久米修永住民
税係長は「熊本地震の経験を活かして的確な支援
ができました。被災者に寄り添った支援を今後も
できる限り継続していきたいです」と活動を振り
返りました。

　７月10日（金）郡内で「第70回社会を明
るくする運動」が行われました。
　上益城地区保護司会御船分会（眞渕正信会
長 ) が主催。同運動は、犯罪や非行の防止と
罪を犯した人たちの更正について理解を深め、
明るい社会を築くことを目的として、全国で
展開。７月の運動強調月間に当たり、同会が
郡内４町を巡回し啓発活動を行いました。
　本町を訪れた同会の一行は、町役場を表敬
訪問し、奥名克美町長に内閣総理大臣および
県知事のメッセージを伝達しました。

明るい社会を目指して　
第70回社会を明るくする運動

▲奥名町長にメッセージを伝達する眞渕会長（中央右）

豪雨災害の被災地へ町職員を派遣    
熊本地震の経験を活かして被災地を支援

▲奥名町長（左）から被災者に元気を取り戻してもらうような支援活動に
励むよう訓示を受ける本町第一陣となる派遣職員ら

　

７
月
10
日
（
金
）
町
教
育
長
室
で
、

食
農
教
育
雑
誌
『
ち
ゃ
ぐ
り
ん
』
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
誌
は
、（
一
社
）
家
の
光
協
会

が
発
行
す
る
月
刊
誌
で
、
農
業
の
大

切
さ
や
自
然
と
の
関
わ
り
、
共
生
の

役
割
な
ど
に
つ
い
て
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
益
城
農
業
協
同
組
合
（
田
原
要

一
代
表
理
事
組
合
長
）
の
松
岡
勇
治

代
表
理
事
専
務
か
ら
、
町
内
４
小
学

校
の
4
年
生
１
１
２
人
分
が
蔵
田
勇

治
町
教
育
長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

蔵
田
町
教
育
長
は
「
毎
年
い
た
だ

い
て
お
り
、
あ
り
が
た
い
で
す
。
有

意
義
に
活
用
し
ま
す
」
と
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

農業への理解を深めよう    
上益城農業協同組合が児童に食農教育雑誌を贈呈

▼

ち
ゃ
ぐ
り
ん
を
贈
呈
す
る
松
岡
勇
治
代
表
理
事
専
務（
右
）
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特
別
定
額
給
付
金

町地域振興課　TEL 096‒234‒1154( 内線 237)

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策

　

令
和
２
年
４
月
20
日
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
の

閣
議
決
定
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
、

ひ
と
り
10
万
円
を
一
律
に
支
給
す
る
特

別
定
額
給
付
金
事
業
が
、
間
も
な
く
申

請
受
付
期
限
を
迎
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
国
会
で
の
補
正
予
算
成
立

後
の
５
月
12
日
に
、
町
内
在
住
者

４
３
２
１
世
帯
（
１
万
５
４
２
人
）
を

対
象
に
申
請
書
類
の
送
付
を
行
い
、
同

月
18
日
よ
り
郵
送
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
申
請
率
は
99
％
超
に

７
月
20
日
現
在
、
町
で
は
町
内
の
支

給
対
象
者
の
う
ち
、
約
４
３
０
０
世
帯

か
ら
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
、
申

請
率
は
99
％
超
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
対
象
者
の
99
・

53
％
に
あ
た
る
４
２
８
７
世
帯

（
１
万
４
９
６
人
）
に
対
し
て
給
付
金

の
支
給
を
完
了
し
ま
し
た
。

■ 

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
受
付
は

８
月
17
日
（
月
）
ま
で

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
８
月

17
日
（
月
）
の
申
請
期
限
ま
で
に
、
本

人
確
認
書
類
や
振
込
先
口
座
に
関
す
る

書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
町
地
域
振
興

課
へ
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

申
請
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
在
、
町
で
は
ま
だ
申
請
が
お
済
み

で
な
い
方
へ
の
個
別
連
絡
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
申
請
書
類
の
郵
送
は
、
住

民
基
本
台
帳
上
の
住
所
地
に
宛
て
て
送

付
し
ま
し
た
が
、
所
在
不
定
の
対
象
者

に
つ
い
て
は
、
連
絡
手
段
が
乏
し
く
申

請
の
案
内
が
難
し
い
た
め
、
町
の
防
災

行
政
無
線
や
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

で
申
請
を
促
す
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

申
請
が
ま
だ
の
方
や
心
あ
た
り
の
あ

る
方
は
、
至
急
、
町
地
域
振
興
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

国
勢
調
査

町企画課　TEL 096‒234‒1115( 内線 221)

■ 

国
勢
調
査
は
未
来
を
つ
く
る
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
す

　

国
勢
調
査
は
、大
正
９
年（
１
９
２
０

年
）
の
第
１
回
調
査
以
来
、
国
の
最
も

基
本
的
で
重
要
な
統
計
調
査
と
し
て
実

施
し
て
お
り
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０

年
）
に
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、「
男
女
の
別
」

「
配
偶
者
の
有
無
」「
就
業
状
態
」「
従

業
地
又
は
通
学
地
」
な
ど
の
ほ
か
、

「
世
帯
員
の
数
」「
世
帯
の
種
類
」「
住

居
の
種
類
」「
住
宅
の
建
て
方
」
の
世

帯
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
選
挙
区
の
決
定
や
過

疎
地
域
の
認
定
、
地
方
交
付
金
の
算
定

な
ど
多
く
の
法
令
で
使
用
が
規
定
さ
れ

て
お
り
、
少
子
化
対
策
や
防
災
対
策
、

生
活
環
境
の
整
備
な
ど
の
政
策
立
案
の

基
礎
資
料
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
社
会
学
や
経
済
学
な

ど
の
学
術
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
な

ど
に
よ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
予

測
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の

立
地
計
画
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、

私
た
ち
の
社
会
や
暮
ら
し
を
支
え
る
重

要
な
情
報
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

国
勢
調
査
の
概
要

　

国
勢
調
査
は
５
年
に
１
度
実
施
さ
れ

る
大
切
な
調
査
で
す
。

▼
調
査
期
日

　

10
月
１
日
現
在

▼
回
答
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

　

９
月
14
日（
月
）〜
10
月
７
日（
水
）

・
調
査
票
（
紙
）
で
の
回
答
期
間

　

10
月
１
日（
木
）〜
10
月
７
日（
水
）

▼
調
査
の
対
象

　

10
月
１
日
現
在
、
日
本
国
内
に
ふ
だ

ん
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
（
外
国
人

を
含
む
）
お
よ
び
世
帯

※ 

統
計
法
で
は
、
正
確
な
統
計
を
作
成

す
る
た
め
に
、
調
査
に
回
答
す
る
義

務
（
報
告
義
務
）
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

▼
調
査
の
流
れ

　

９
月
14
日
（
月
）
か
ら
調
査
員
が
お

宅
を
訪
問
し
、
調
査
書
類
を
配
布
し
ま

す
。
で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和２年国勢調査
は じ ま り ま す

便利なインターネット回答は９月14 日（月）から

特別定額給付金の申請が
間もなく終了します

申 請 書 類 の 提 出 は お 済 み で す か
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

■ 

納
付
済
期
間
が
満
た
な
い
場
合
に

任
意
加
入
で
受
取
額
を
増
や
せ
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
受
取
額
を
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
免

除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
10
年
以
上

（
平
成
29
年
８
月
１
日
に
25
年
か
ら
10

年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
）
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
と
し

て
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

■
海
外
在
住
の
場
合
も
加
入
で
き
ま
す

　

海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ

方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
国
内
に
い
る
親
族
な
ど
の
協
力
者

が
ご
本
人
の
代
わ
り
に
納
め
る
方
法
と
、

日
本
国
内
に
開
設
し
て
い
る
預
金
口
座

か
ら
引
き
落
と
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方
と
申
請
方
法

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・ 

年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
、
65
歳

に
な
る
前
の
月
ま
で

・ 

受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

方
は
、
65
歳
に
な
る
前
の
月
ま
で

・ 

外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未

満
の
日
本
人

　

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
、
通
帳
、
認
印
、
金
融
機

関
届
出
印
を
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活

課
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

■ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
は
お
早
め
に

　

甲
佐
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

令
和
元
年
度
被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い
す

色
）
の
有
効
期
限
は
、
令
和
２
年
７
月

31
日
（
金
）
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
ま
だ
令
和
２
年
度
被
保
険
者
証
（
桃

色
）
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
簡
易
書

留
と
書
か
れ
て
い
る
黄
色
い
封
筒
が
来

て
い
な
い
か
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
、

町
住
民
生
活
課
保
険
係
に
来
て
い
た
だ

く
か
お
問
い
合
わ
せ
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

窓
口
で
の
被
保
険
者
証
の
受
け
取
り

の
方
は
、
古
い
被
保
険
者
証
（
世
帯

に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
複
数

い
る
場
合
は
、
全
員
の
被
保
険
者
証
）

と
印
か
ん
、
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が

遅
れ
た
世
帯
で
、
別
途
通
知
の
あ
る
方

は
、
納
付
相
談
を
し
て
い
た
だ
い
た
上

で
の
更
新
と
な
り
ま
す
。

■「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」に
つ
い
て

　

町
か
ら
年
数
回
配
布
し
て
い
る
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
医
療
費
控
除

の
申
告
手
続
き
で
医
療
費
の
明
細
書
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令

和
２
年
度
の
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

の
送
付
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

・
令
和
２
年
１
月
〜
３
月
診
療
分

　
（
令
和
２
年
８
月
送
付
）

・
令
和
２
年
４
月
〜
６
月
診
療
分

　
（
令
和
２
年
11
月
送
付
）

・
令
和
２
年
７
月
〜
10
月
診
療
分

　
（
令
和
３
年
２
月
送
付
）

・
令
和
２
年
11
月
〜
12
月
診
療
分

　
（
令
和
３
年
５
月
送
付
）

※ 

11
月
〜
12
月
診
療
分
は
、
令
和
３
年

５
月
に
行
政
区
配
達
で
お
送
り
し
ま

す
。
令
和
３
年
２
月
か
ら
の
確
定
申

告
に
は
、
当
該
月
分
の
領
収
証
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

国民健康保険被保険者証
の更新はお済みですか

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

ご 存 じ で す か？
国民年金の任意加入制度

詳しくは町住民生活課へお尋ねください
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Library
町生涯学習センター図書室からの８月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

天正５年のある晩、織田信長の

もとへ急報が来た。信長に忠誠

を尽くしていたはずの松永久秀

が、２度目の謀叛を企てたとい

う。だが、意外にも信長は笑み

を浮かべ、語りだしたのは…。

民を想い、民を信じ、正義を貫

こうとした青年武将はなぜ稀代

の悪人となったのか？ 奥行き

のある人間ドラマに胸が熱くな

る１冊です。

講談社

小説

戦国武将・松永弾正久秀の生き様を描く
今村 翔吾 著 /『じんかん』

プラスチックのごみについて考える絵本
ミシェル・ロード 作 /『プラスチックのうみ』

美しい写真とエッセイのレシピ集
有元 葉子 著 /『この２皿さえあれば。私が食べたい季節の味』

２つのメニューさえあれば、た

くさんの料理を作る必要はあり

ません。「ミントの香りごは

ん」「きじ焼き丼」など、有元

葉子が春から夏に作るお気に入

りのレシピを、エピソードとと

もに紹介。レシピ集としてはも

ちろんのこと、私物の器やグラ

スを使った美しい写真と書き下

ろしのエッセイは読み応えがあ

り、心も満たされる１冊です。

集英社

教養娯楽

賢い人ほどとらわれる10の思

い込み。そこから解放されれば

癒され、世界を正しく見るスキ

ルが身につく。データや事実に

基づき、世界を正しく読み解く

習慣「ファクトフルネス」を紹

介している。自分が思っている

世界情勢は、果たして正しいの

か？ 様々なメディアで紹介さ

れ、大反響を呼びました。多く

の事に気付かされる１冊です。

日経ＢＰ社

一般書

世界を正しく読み解く習慣を！
ハンス・ロスリング 著 /『ファクトフルネス』

人間が出したプラスチックのご

み。それはどのように海を汚し、

海に暮らす生き物に影響をおよ

ぼしているのか。きれいな海を

取り戻すにはどうしたらいいの

か。美しいイラストとともにわ

かりやすい言葉で伝えています。

今すぐ、わたしたちができるこ

とを、大人も子どもも一緒に考

えていきましょう。読み聞かせ

におすすめの１冊です。

小学館

児童書

龍 ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『先生、しゅくだいわすれました』（山本 悦子作）

澤村 法顕先生
〔龍野小学校〕

今月の案内人

しゅくだいをわすれたゆうすけは、口からでまかせの
ウソでいいわけ。「ウソをつくなら上手につかなく
ちゃ」と先生は笑い、次の日から子どもたちはしゅく
だいができなかったわけを考えて発表することに…。

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などありましたら、お知ら

せください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。
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■甲佐町人権教育推進協議会

　総 会 を 開 催 し ま し た

　７月８日（水）町生涯学習セン

ターで、令和２年度甲佐町人権教育

推進協議会総会が開催され、甲佐町

人権教育推進協議会基本方針を示し

ました。

■甲佐町人権教育推進協議会

　基本方針（抜粋）
　すべての町民が心豊かに暮らすた

めに、お互いの人権を尊重し合い差

別のない、明るく住み良い地域づく

りを目指す。そのため、同和問題を

人権教育の重要な柱として捉え、あ

らゆる人権問題の解決のために、さ

まざまな機会を通して人権意識を培

い、差別意識の解消に向けた人権教

育を推進する。

　本町では、これまでも部落問題を

はじめあらゆる差別を解消するため

の啓発活動に取り組んできていると

ころではあるが、単に人権問題を知

識として学ぶだけではなく、身近な

日常生活において、互いの人権を尊

重する態度や行動を培うことのでき

る人権感覚を養う必要がある。本年

１月に国内で初の新型コロナウイル

ス感染者が確認され、感染拡大が続

く中、国内において感染者や医療従

事者、その家族にまで不当な扱いや

差別が発生している状況である。県

内でも感染者が確認されており、本

町においても起こりうる身近な人権

問題として捉える必要があると考え

る。今後は、町民の日常生活の中で

の意識や行動に成果が表れるような

啓発活動・研修等の工夫を行い、広

く住民に浸透させる取り組みを強化

させる必要がある。

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

健
康
で
豊
か
な
生
き
方
を
応

援
す
る
た
め
町
公
民
館
が
実
施

す
る
「
公
民
館
自
主
講
座
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

文
化
・
教
養
「
相
撲
甚
句
」

講
座
で
は
、
大
相
撲
の
巡
業
な

ど
で
披
露
さ
れ
る
七
五
調
の
囃

子
歌
「
相
撲
甚
句
」
の
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
16
人
が
参
加
し
て
お
り
、

名
所
・
旧
跡
・
名
物
・
祝
事
な

ど
を
七
五
調
で
ド
ス
コ
イ
の
合

い
の
手
と
共
に
歌
い
上
げ
ま
す
。

産
業
文
化
祭
な
ど
で
ス
テ
ー
ジ

発
表
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
講
師　

本
田
剛
さ
ん

　
（
上
早
川
一
区
）

▼
開
催
場
所

　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
開
催
日
時

・
第
１
・
３
火
曜
日　

午
後
７

　

時
〜
午
後
９
時

　

文
化
・
教
養
「
短
歌
」
講
座

は
、
短
歌
の
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

　

本
講
座
で
は
、
参
加
者
９
人

が
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
た

季
節
の
風
物
や
情
緒
、
人
の
心

情
な
ど
を
歌
に
込
め
て
詠
ん
で

い
ま
す
。

　

作
品
は
、
産
業
文
化
祭
や
毎

月
の
広
報
こ
う
さ
「
う
た
ご
よ

み
」
コ
ー
ナ
ー
で
も
発
表
し
て

い
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
町
社

会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
講
師　

渡
辺
幸
士
さ
ん

　
（
岩
下
二
区
）

▼
開
催
場
所

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
研

修
室

▼
開
催
日
時

・
第
二
月
曜
日　

午
後
１
時
30

　

分
〜
午
後
３
時
30
分

「
相
撲
甚
句
」

町
公
民
館
自
主
講
座
⑥

「
短
歌
」

町
公
民
館
自
主
講
座
⑦

▲作品について意見交換や添削

を行い短歌の理解を深めます

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

町公民館からのご案内

公民館主催講座の案内と公民
館自主講座の再開について

　町公民館では、健康や歴史、福

祉などの諸問題について講師を招

いて学ぶ「町民大学」や町内外の

歴史的な文化財や史跡を訪ねる

「郷土の歴史を訪ねて」などの主

催講座の開催にも取り組んでいま

す。

　町では、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、町生涯学習

センター・ホールなどの公共施設

の貸し出しを利用人数の制限や利

用者の手指消毒の徹底などを行い

ながら再開しています。

　各講座の活動状況の詳細につい

ては、町教育委員会公民館事務局

までお尋ねください。

▲そろいの法被で甚句を披露す

る参加者の皆さん



❖
高
齢
者
な
ど
を
守
る
た
め
の

　
制
度
〜
成
年
後
見
制
度
〜

　

皆
さ
ん
は
、
高
齢
者
な
ど
の
権
利
を

守
る
た
め
の
制
度
や
事
業
に
つ
い
て
ご

存
じ
で
す
か
。

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財

産
を
管
理
し
た
り
、
身
の
回
り
の
世
話

の
た
め
に
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約
を
結

ん
だ
り
、
遺
産
分
割
の
協
議
を
し
た
り

す
る
必
要
が
あ
っ
て
も
、
自
身
で
こ
れ

ら
の
こ
と
を
行
う
の
が
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
に
不
利
益
な

契
約
で
あ
っ
て
も
適
切
な
判
断
が
で
き

ず
に
契
約
を
結
ん
で
し
ま
い
、
悪
徳
商

法
な
ど
の
被
害
に
あ
う
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
こ
の
よ
う
な

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
々
に
対
し
、

本
人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
（
後
見
人

等
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人
を
法
律
的

に
支
援
す
る
制
度
で
す
。
成
年
後
見
制

度
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。

●
任
意
後
見
制
度

　

任
意
後
見
制
度
は
、
本
人
が
十
分
な

判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
将
来
に
判

断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
自
ら
が
選

ん
だ
代
理
人
（
任
意
後
見
人
）
に
、
自

分
の
生
活
・
療
養
看
護
や
財
産
管
理
に

関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
代
理
権
を
与

え
る
契
約
（
任
意
後
見
契
約
）
を
、
公

証
人
の
作
成
す
る
公
正
証
書
に
よ
っ
て

結
ん
で
お
く
制
度
で
す
。

●
法
定
後
見
制
度

　

法
定
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
低

下
し
た
際
に
、
本
人
・
配
偶
者
・
４
親

等
内
の
親
族
・
検
察
官
・
町
長
な
ど
が

家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
行
い
、
家

庭
裁
判
所
が
法
定
後
見
人
お
よ
び
法
定

後
見
監
督
人
を
選
任
し
、
本
人
の
財
産

管
理
な
ど
の
法
律
行
為
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。
法
定
後
見
制
度
は
、
本
人
の

判
断
能
力
の
状
態
に
応
じ
て
、「
後
見
」

「
保
佐
」「
補
助
」
の
３
つ
の
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
最
大
の
目
的
は
、

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
等
（
成
年
被
後

見
人
等
）
の
財
産
を
保
全
・
維
持
す
る

こ
と
で
す
。
成
年
後
見
人
が
選
任
さ
れ

て
い
る
方
の
財
産
処
分
な
ど
を
行
う
た

め
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
事
前
許
可
が

必
要
に
な
り
、
不
必
要
な
財
産
処
分
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

法
定
後
見
人
の
申
立
て
に
関
し
て

は
、
原
則
的
に
は
家
族
な
ど
の
４
親
等

内
親
族
が
行
い
ま
す
が
、
身
寄
り
の
な

い
方
な
ど
に
対
し
て
は
、
町
長
が
本
人

に
代
わ
っ
て
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
可

能
で
す
。
認
知
症
な
ど
に
よ
り
判
断
能

力
が
低
下
す
る
前
に
後
見
人
な
ど
を
準

備
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
判

断
能
力
が
不
十
分
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

身
寄
り
の
な
い
方
で
も
、
成
年
後
見
制

度
の
利
用
が
可
能
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
関
し
て
の
ご
相
談

は
、
町
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
（
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

TEL
０
９
６-

２
３
４-

１
１
１
４
）
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

❖
高
齢
者
を
守
る
た
め
の
事
業

　

甲
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
熊

本
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
事
業
委

託
を
受
け
て
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

ご
自
分
で
金
銭
や
大
切
な
書
類
を
管
理

す
る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
方
の
財
産
や

権
利
を
守
る
た
め
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
・
権
利
証
な
ど
の
大
切
な
書

類
を
預
か
る
こ
と
を
通
し
て
、
利
用
者

が
安
心
し
て
地
域
で
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
利
用
者
本

人
と
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
契

約
締
結
が
必
要
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
詳
細
や
契
約
の
方
法
な
ど
、
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
甲
佐
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
TEL
０
９
６-

２
３
４-

１
１
９
２
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Health
健康に関するお知らせ

社
会
福
祉
士
だ
よ
り

権利 の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

町では、暮らしに関する相談会と

して「法律・人権・行政相談」（毎

月第１月曜日）や「心配ごと相談」

（毎月第３月曜日）、「消費生活相談

室」（毎週木曜日）を開催していま

す。詳細は町福祉課（ TEL 096-234-
1114）へお尋ねください。

岩永 一寿 社会福祉士

高
齢
者
な
ど
の
権
利
を
守
る

制
度
や
事
業
を
ご
存
じ
で
す
か
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
８月の子育て支援カレンダー

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
・町福祉課

　TEL096-234-1114
・町住民生活課

　TEL096-234-1113

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

８・９月の保健活動

　　８月20日（木）　午前９時

　　９月17日（木）　午前９時

　　８月20日（木）　午前10時

　　９月17日（木）　午前10時

　　８月７日（金）　午前９時20分

　　９月８日（火）　午後１時

　　８月21日（金）　午前９時20分

　　９月８日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

３日（月） お祭りごっこ

５日（水） 水遊び

７日（金） お絵かき

12日（水） 水遊び

17日（月） 水遊び

19日（水） ままごと遊び

21日（金） カラービニール遊び

24日（月） 水遊び

26日（水） シャボン玉遊び

28日（金） 親子でリズム遊び

31日（月） 水遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

山下 にこ ちゃん（６カ月）
 父・康輔 さん　母・理加 さん

　（世持区）

　いつもにこにこ、

　　　　すくすく元気に育ってね

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

Public Relations KOSA
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　皆様いかがお過ごしでしょうか。

夏も本番になり気温が高い日が続き

ますね。身体で気になる部位があっ

ても、なかなか運動しづらい季節！

そこで今回は、身近にあるペットボ

トルを使っ

て、腕の引

き締め効果

が期待でき

る２つの運

動（アーム

カールとサ

イ ド レ イ

ズ）を紹介

します。

　①アームカールは、腕を伸ばした

状態から、肘を曲げることで上腕二

頭筋を鍛えることができます。両腕

同時や片腕ずつなどやりやすい方法

で行いましょう。

　②サイドレイズは、腕を体の横に

置いた状態から横方向に肩の高さく

らいまで腕を上げる運動です。上げ

る高さを調節することで、無理なく

トレーニングを行うことができ、二

の腕の引き締め効果があります。手

に持つペットボトルの大きさや水の

量で負荷を調整しましょう。

丸尾 賢亮さん
〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲ペットボトルを使ってご家庭でも手軽

に行うことができる運動

①アームカールと②サイドレイズ

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

・町地域振興課

TEL096-234-1154（内線232）
・（一社）パレット

　Mail palette.kosa@gmail.com

■
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

　
古
民
家
を
再
生

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
旧
西
村
邸
（
仁
田
子
）。

一
時
は
取
り
壊
し
案
も
出
た
築

約
１
４
０
年
の
古
民
家
を
資
源

と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
、
町

で
は
「
こ
う
さ
て
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

甲
佐
の
地
名
を
冠
す
る
こ
の

事
業
は
、
世
代
を
超
え
た
交
流

の
拠
点
と
し
て
、
約
１
４
０
年

の
歴
史
と
現
在
が
交
わ
る
空
間

と
な
る
よ
う
に
と
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
だ
け
で

な
く
町
内
外
の
多
く
の
住
民
が

参
加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し
て
利
活
用
計
画
の
作
成
や

そ
の
後
の
改
修
を
進
め
、
今
年

３
月
に
新
た
な
施
設
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

■ 

甲
佐
の
食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
発
信
拠
点
に

　

町
で
は
同
施
設
を
、
甲
佐
の

食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ

た
観
光
情
報
の
発
信
拠
点
と
し

て
も
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
現
在
、

（
一
社
）
パ
レ
ッ

ト
が
指
定
管
理
者

と
し
て
準
備
を

行
っ
て
お
り
、
地

元
で
採
れ
た
旬
の

野
菜
な
ど
を
使
っ

た
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
や
コ
ー
ス

料
理
の
試
作
が
イ

タ
リ
ア
ン
シ
ェ
フ

の
手
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

甲
佐
を
楽
し
む

拠
点
の
オ
ー
プ
ン

は
間
も
な
く
で
す
。

▲宿泊施設を併設した古民家交流拠点施設は吹き抜けに架かる太い

梁が古民家の歴史を感じさせる

町
内
外
か
ら
人
が
集
う
古
民
家
交
流
拠
点

施

設

が

間

も

な

く

オ

ー

プ

ン新たな「こうさてん」を目指して

（一社）パレット

岩井 凛花さん

（一社）パレットでは、

甲佐町に息づく古民家で

の暮らしと歴史を感じる

事ができる施設として、

９月上旬のオープンを目

指して準備を進めていま

す。多くの人が交わる

「こうさてん」となるよ

うな古くて新しい施設を

ぜひご期待ください。

ペ ッ ト ボ ト ル を 使 っ て
腕 を 引 き 締 め よ う
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日 月 火 水 木 金 土
7/26

 【日曜当番医】

 谷田病院

7/27 7/28 7/29 7/30

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

7/31

 井戸江峡交流拠点
 施設オープン

 （町地域振興課）

１

２

 【日曜当番医】

 小屋迫医院

３

 法律相談

 （町総合保健福祉センター）

４ ５ ６

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

７

 ピカピカ１歳教室

 （町総合保健福祉センター）

８

９

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

10 11 12 13

 マイナンバーカード
 交付等夜間窓口

 （町住民生活課）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

14 15

16

 【日曜当番医】

 谷田病院

 後期高齢者健診等
 （18日まで）

 （町総合保健福祉センター）

17

 ＜申請期限＞
 特別定額給付金

 （町地域振興課）

18 19 20

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

21

 すくすく２歳児
 子育て相談

 （町総合保健福祉センター）

22

23

 マイナンバーカード
 交付等休日窓口

 （町住民生活課）

 【日曜当番医】

 甲佐眼科クリニック

24 25 26 27

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

28

 口座振替日

 （町税務課）

29

30

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

31

 マイナンバーカード
 交付等夜間窓口

 （町住民生活課）

 納税期限
 夜間窓口

 （町税務課）

9/1 9/2 9/3

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

9/4 9/5

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細については、町公式ウェブサイトや防災行政無線などを
　ご確認ください。

Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【８月】
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８
August 2020

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

ｉ
令
和
２
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
県

選
挙
管
理
委
員
会
と
町
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
お
よ
び
県
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
小
・
中

学
生
、
高
校
生
に
明
る
い
選
挙
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
成
を

通
し
て
、
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
独
創
的
で
印
象
的
な
募

集
作
品
を
選
挙
啓
発
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
明
る
い
選
挙
啓
発
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

●
ポ
ス
タ
ー

・
テ
ー
マ

　
「
明
る
い
選
挙
」

・
対
象
者

　

小
・
中
学
生
、
高
校
生

・
用
紙
な
ど

　

画
用
紙
の
四
つ
切
（
５
４
２
㍉

　

×
３
８
２
㍉
）、
八
つ
切　
　

　
（
３
８
２
㍉
×
２
７
１
㍉
）

　

も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
大
き

　

さ
の
も
の
。
描
画
材
料
は
自
由
。

※ 
必
ず
裏
面
に
、
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
習
字

・
テ
ー
マ

　

小
学
３
年
生
「
大
切
」

　

小
学
４
年
生
「
主
役
」

　

小
学
５
年
生
「
公
約
」

　

小
学
６
年
生
「
一
票
の
力
」

　

中
学
１
年
生
「
投
票
参
加
」

　

中
学
２
年
生
「
明
る
い
選
挙
」

　

中
学
３
年
生
「
十
八
歳
選
挙
」

・
対
象
者

　

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

・
用
紙

　

和
半
紙
（
33
㌢
×
24
㌢
）

※ 

必
ず
和
半
紙
左
に
、
学
校
名
、

学
年
、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
先

・
個
人
で
応
募
す
る
場
合　

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

・ 

学
校
で
取
り
ま
と
め
て
応
募
す

る
場
合

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

▼
応
募
締
切

　

９
月
11
日
（
金
）

▼
審
査

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
第
一
次

審
査
）、
県
選
挙
管
理
委
員
会

（
第
二
次
審
査
）
に
お
い
て
、
厳

正
な
審
査
を
行
い
、
入
賞
作
品
を

決
定
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
（
内
線
２
２
２
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
】

小
規
模
事
業
者
等
の
投
資
を
支
援

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
が
実
施
し
て
い
る
生
産

性
革
命
推
進
事
業
で
は
、
小
規
模

事
業
者
が
取
り
組
む
販
路
開
拓
等

を
支
援
す
る
「
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
」
や
中
小
企
業
等
が

行
う
開
発
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

に
必
要
な
設
備
投
資
等
を
支
援
す

る
「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
補
助
金
」
な
ど
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
補
助
金
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
乗
り
越
え
る
た
め
前
向
き
な
投

資
を
行
う
事
業
所
を
対
象
に
、
特

別
枠
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　
【
特
別
枠
】

・
補
助
上
限

　

１
０
０
万
円

・
補
助
率

　

３
分
の
２
ま
た
は
４
分
の
３

※ 

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
カ
ラ
オ
ケ
や
接
待
を

伴
う
飲
食
店
な
ど
に
は
、
補
助

上
限
額
50
万
円
（
補
助
率
３
分

の
２
ま
た
は
４
分
の
３
ま
た
は

定
額
）
を
上
乗
せ

▼ 

も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
補
助
金
【
特
別
枠
】

・
補
助
上
限

　

１
０
０
０
万
円

・
補
助
率

　

３
分
の
２
ま
た
は
４
分
の
３

※ 
業
種
毎
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
い
た
感
染
症
予
防
に
取
り
組

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（６月分）
tax

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa/lg.jp/
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む
場
合
は
、
定
額
補
助
や
上
限

額
50
万
円
を
上
乗
せ

▼
申
請
期
限
な
ど

　

申
請
期
限
や
必
要
書
類
な
ど
の

詳
細
は
、
生
産
性
革
命
推
進
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
商
工
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

お

受

け

し

ま

す

　

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
電

話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
う
こ
こ
ろ
の
相

談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

土
、
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
を
除
く

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
１
６
６

道
路
に
張
り
出
す
樹
木
の
伐
採

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出

し
や
倒
木
な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者

や
自
動
車
な
ど
に
損
害
が
発
生
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
樹
木
所
有
者

の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
し
て

い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
、
危
険

な
場
合
は
伐
採
す
る
な
ど
の
措
置

を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
道
路
保
全
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危
害

防

止

に

つ

い

て

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ

り
園
芸
作
物
の
花
粉
交
配
に
不
可

欠
で
、
農
業
生
産
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

水
稲
の
出
穂
・
開
花
期
を
迎
え
る

こ
れ
か
ら
の
農
薬
散
布
は
、
ミ
ツ
バ

チ
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
事
前
に

近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防

除
時
期
、
場
所
な
ど
の
情
報
を
交
換

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散
布
し
た
農
薬

が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か
ら
な
い

よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
農
業
技
術
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

６月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

７月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

明治 45 年（1912 年）７月 13

日の大洪水は、寛政８年（1796

年）に発生した大洪水を超えるも

ので、鵜ノ瀬堰はもちろん上揚、

上豊内、仁田子、大町その他の堤

防各所も決壊。宮内、甲佐、白旗

の人家の流失や水田の荒廃など甚

大な被害が発生しました。今から

108年前のことです。

この大洪水について、下横田消

防倉庫横の猿田彦大明神の台座に

記録が残っています。碑文からは

「驟雨（しゅうう）的豪雨」によって、

「明治 45年７月13日弐十時増水」

「宮内豊内仁田子有安下横田塔木

糸田所属堤防拾余箇所潰」に至っ

たことが読み取れます。

この碑文の近くの小鶴に御崎

（みさき）大明神があり、奥の厨子

（ずし）には石造の神像２体が安

置されています。その横の小さな

厨子には、損傷の激しい神像が３

体安置されています。古老の話で

は「明治 45年の大洪水では、仁

田子堤防の決壊で水崎大明神が現

在の下横田小鶴まで漂流した。下

横田の人々は御崎大明神と改め、

お堂を建てた」と伝わるそうです。

また九折（つづら）の六地蔵石

幢（せきどう）も明治 45年の大

洪水で現在地に流れ着いたと伝え

られています。

今を生きる私たちは、先人たち

の残した遺跡が語る言葉に耳を傾

けなければなりません。

甲佐町の文化財探訪　～第 83回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「明治 45年（1912 年）７月 13日の大洪水」 赤星 眞照 町文化財保護委員（有安区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（６月分）

△8

※単位・㌔ 

▶
水
害
の
記
録
が
台
座
に
記
さ
れ

　
た
猿
田
彦
大
明
神
を
祀
る
石
碑
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Monthly Information

ｒ
上
益
城
消
防
組
合
職
員

を

募

集

し

ま

す

　

上
益
城
消
防
組
合
で
は
、
令
和

２
年
度
消
防
職
員
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

　

消
防
職　

１
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
方

▼
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

・
第
一
次
試
験

　

令
和
２
年
10
月
18
日
（
日
）
午

前
８
時
30
分
集
合　

県
立
御
船
高

等
学
校

・
第
二
次
試
験

　

12
月
上
旬
予
定

※ 

第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し

ま
す

▼
申
込
受
付
期
間

　

８
月
24
日
（
月
）
〜
９
月
11
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
、日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く

※ 
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
11
日

（
金
）
の
消
印
ま
で
有
効

▼
受
験
願
書
請
求
先

　

上
益
城
消
防
署
お
よ
び
山
都
消

防
署

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
総

　

務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
９

令
和
２
年
度
防
衛
大
学
・
防
衛

医
科
大
学
校
生
を
募
集
中

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科

大
学
校
医
学
科
学
生
、
防
衛
医
科

大
学
校
看
護
学
科
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
募
集
要
項
お
よ
び
資
格

■
防
衛
大
学
校
学
生

●
推
薦

・ 

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
で
高

卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専

3
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）
で
、

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な

ど
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学

校
長
が
推
薦
で
き
る
者

●
総
合
選
抜
・
一
般

・ 

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
で
高

卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

■ 

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

・ 

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
で
高

卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

■
防
衛
大
学
校
学
生

・ 

推
薦
・
総
合
選
抜　

９
月
５
日

（
土
）
〜
11
日
（
金
）

・ 

一
般　

７
月
１
日
（
水
）
〜
10

月
22
日
（
木
）

■
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　

７
月
１
日
（
水
）
〜
10
月
７
日

（
水
）

■ 

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

　
７
月
１
日
（
水
）
〜
10
月
１
日

会計年度任用職員を募集します
 Information

　町では、特定健診・特定保健指導
およびデータヘルス計画に基づく関
係事務実施のため、看護師資格を有
する会計年度任用職員を次のとおり
募集します。詳細はお尋ねください。
▶任用期間
　９月１日（火）～令和３年３月31
日（水）
▶募集職種
　看護師（特定健診にかかる事務など）
　１人
▶応募方法
　町指定の申込書に必要事項を記入
し、所定の箇所に写真を貼り付け、
資格証および免許証の写しを添えて

町健康推進課（町総合保健福祉セン
ター内）へ持参または郵送してくだ
さい。
▶募集受付期限
　８月17日（月）必着
▶選考方法
　書類審査および面接
　※ 面接試験の開催日時などの詳細
は別途通知します。

　町健康推進課　 TEL 096-235-8711

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　

●少年柔道スクール

●卓球教室

●ノルディックウォーキングスクール

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●放課後自習室

■お問い合わせ先

TEL

女子サッカースクール

参加者の皆さん

サッカー頑張ってます！
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Monthly Information

　
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇

　

城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

第
32
回
く
ま
も
と
景
観
賞

作

品

募

集

中
！

　

景
観
は
目
に
映
る
環
境
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
私
た
ち
の
郷
土
＝
熊

本
が
緑
と
潤
い
に
満
ち
た
美
し
い

県
土
と
な
る
よ
う
、
郷
土
の
素
晴

ら
し
い
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
人
々
の
功
績
を
顕
彰
す
る

「
く
ま
も
と
景
観
賞
」
を
昭
和
63

年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
表
彰
対
象

　

県
内
の
景
観
形
成
に
か
か
る
取

り
組
み
で
、
地
域
の
良
好
な
景
観

形
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
個

人
も
し
く
は
団
体

▼
応
募
方
法

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
貼
付
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
締
切

　

８
月
31
日
（
月
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
都
市
計
画
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
２
２

ｉ
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
は
８
月
28
日
か
ら

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

学
校
で
の
い
じ
め
や
家
庭
内
で
の

児
童
虐
待
等
が
依
然
と
し
て
数
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。

　

期
間
中
は
専
用
相
談
電
話
を
設

置
し
、
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局

職
員
が
、
学
校
や
家
、
友
達
な
ど

子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　

８
月
28
日
（
金
）
〜
９
月
３
日

（
木
）

▼ 「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」 

専
用
相
談
電
話

　

TEL
▼
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※ 

土
、
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

ｃ
み

ん

な

で

防

犯

夏
場
に
増
え
や
す
い
犯
罪
と
は

　

皆
さ
ん
は
、
夏
場
に
増
え
や
す

い
犯
罪
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

　

こ
の
時
期
は
、
自
転
車
盗
、
色

情
ね
ら
い
（
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
干

し
て
あ
る
下
着
を
盗
む
犯
罪
）
な

ど
が
例
年
増
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
を
利
用
し
た
旅

行
な
ど
の
た
め
長
期
不
在
宅
や
深

夜
外
出
な
ど
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

空
き
巣
や
車
上
ね
ら
い
、
強
制
わ

い
せ
つ
な
ど
の
被
害
が
増
加
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
防
犯
対
策
を
し
っ

か
り
行
い
、
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

●
防
犯
対
策
で
被
害
の
未
然
防
止

・
鍵
掛
け
の
徹
底

・ 

自
宅
や
車
両
に
貴
重
品
な
ど
を

放
置
し
な
い

・ 

下
着
な
ど
は
外
か
ら
見
え
る
と

こ
ろ
に
干
さ
な
い

・ 

夜
間
は
明
る
く
人
通
り
の
多
い

道
を
通
る

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～８月～
 Event

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

▶

・近藤　和樹様　山梨県

・佐藤　利郎様　熊本市

・北林　司　様　宮崎県

・後藤　俊治様　熊本市

・東　　隆明様　石川県

・梅本　康史様　熊本市 ほか

▶
　　　　　5,761,000円
　　　　　　（６月30日現在）

 「ニラえびあられ」
こうさんもん No.16

▶
TEL

「鮎の甘露煮」
こうさんもん No.1

 ▶
TEL

▶

URL

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

絵
画
や
写
真
、
手
芸
作
品
な
ど

　

を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か

　町教育委員会では、町生涯学習センター・ギャ
ラリーモールにて展示する作品を募集していま
す。絵画や写真、手芸作品などの文化活動の成果
を発表する場などとして、ぜひご利用ください。

Public Relations KOSA
August 202017



空蝉

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

寂
し
か
り
同
年
代
の
人
逝
き
て
在
り
し
日
偲
び
独

り
酒
酌
む 

白
梅
　
武
人

水
張
り
し
稲
田
に
写
る
町
の
灯
に
静
か
な
里
が
賑

や
か
に
見
ゆ 

塚
原
　
暁
益

洗
わ
れ
て
き
れ
い
に
な
り
し
田
植
機
は
役
目
を
終

え
て
一
年
を
待
つ 

緒
方
　
明
美

横
な
ぐ
り
に
窓
を
打
ち
つ
つ
降
る
雨
は
語
り
部
の

ご
と
聞
こ
え
来
る
夜 

吉
永
由
紀
子

古
時
計
ネ
ジ
巻
く
人
も
な
い
今
は
煤
け
た
ま
ま
に

捨
て
る
も
難
し 

池
田
キ
ヨ
子

毎
朝
の
散
歩
で
出
会
う
友
達
と
お
喋
り
し
た
り
オ

セ
ロ
し
て
居
り 

赤
星
　
文
子

本
年
も
例
年
通
り
梅
雨
に
入
り
部
屋
い
っ
ぱ
い
に

干
し
物
下
が
る 

上
村
や
す
美

初
夏
の
庭
ど
く
だ
み
の
花
咲
き
て
夕
陽
落
ち
れ
ば

白
さ
増
し
ゆ
く 

内
田
乃
武
子

と
き
め
き
も
挫
折
も
あ
ら
む
日
々
に
し
て
朝
の
新

聞
ゆ
っ
く
り
と
読
む 

渡
辺
　
幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
「
ひ
ろ
び
ろ
」

梅
雨
晴
れ
だ
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
野
に
出
よ
う 

日
隈
　
俊
郎

大
阿
蘇
の
原
野
に
こ
こ
ろ
癒
さ
れ
る 

清
川
み
ど
り

　
「
暑
い
」

老
人
に
暑
さ
寒
さ
が
応
え
ま
す 

川
村

　
文
子

暑
く
て
も
元
気
な
日
々
に
感
謝
す
る 

渡
辺
　
幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

バ
サ
バ
サ
　

天て
っ
ぺ
ん辺

に
巣
を
作
っ
と
る 

広
田
み
ど
り

バ
サ
バ
サ
　

猪

が

筍

食

い

荒

し 

下
山
　
千
恵

バ
サ
バ
サ
　
自
粛
で
髪
も
切
り
出
さ
ん 

志
垣
　
　
光

バ
サ
バ
サ
　
散
ら
か
っ
て
仕
末
に
お
え
ん 

佐
藤
　
　
葵

バ
サ
バ
サ
　
こ
ん
肉
ァ
安
か
つ
だ
ろ
う 

平
井
や
よ
い

バ
サ
バ
サ
　

戦
後
浮
浪
児
思
い
出
す 

長
原
　
産
賀

バ
サ
バ
サ
　
見
か
け
も
味
も
も
う
ひ
と
つ 

佐
野
　
　
京

バ
サ
バ
サ
　
カ
ラ
ス
に
手
提
げ
お
っ
と
ら
れ 

光
永

　
　
六

バ
サ
バ
サ
　

裏
山
の
竹
鳴
り
止
ま
ん 

井
元
あ
ざ
み

バ
サ
バ
サ
　
仕
分
け
し
な
が
ら
捨
て
て
ゆ
く 

日
高

　
美
里

バ
サ
バ
サ
　
永な

ご

う
床
屋
に
行
っ
と
ら
ん 

上
田

　
梅
清

バ
サ
バ
サ
　
Ｃ
Ｍ
じ
ゃ
円ま

ろ

や
か
ち
ゅ
う
て 

北
川

　
直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

葉
月 

〜
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ひとの動き（敬称略）

 住　所 氏　名       性別    保護者

津志田　森田　　光
ひかる

　男　譲　治

上早川　荒田　澪
れ い き

輝　男　知　輝

麻生原　柳瀬　　碧
あおい

　男　竜　一

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,026 ▲12

女 5,472 ▲13

計 10,498 ▲25

世帯数 4,330 ４

令和２年６月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所  氏　名   年齢   世帯主

津志田　野口　正憲　80　幸　子

津志田　清村　栄一　65　輝　美

上早川　大森　隆盛　76　久美子

上早川　野仲マスヱ　84　里　美

下横田　田上　アヤ　100　ア　ヤ

有　安　小山　五男　79　エツ子

中横田　三浦　郁子　82　郁　子

６月11日（木）～７月10日（金）

ご結婚おめでとう
marriage

［

作り方

①洗ったカボチャのワタをとり

ラップで包みます。

②600W の電子レンジで６～７

分加熱して、少し冷めたら

７㍉幅に切り揃えます。

③ナスはラップで包み、電子レ

ンジで２分加熱後、４㌢程に

切り揃えます。

④タマネギは４㍉程の厚さに切

ります。

⑤フライパンを火にかけ、潰し

たニンニクを香りが出るまで

炒め、タマネギ・カボチャ・

ナスの順番に加えます。カボ

チャが崩れないように炒め、

そのまま冷ましましょう。

⑥味噌・赤酒・酢を合わせて冷

えた野菜炒めと混ぜ合わせま

す。食べる直前まで冷やして

おくのがおすすめです。

夏野菜の味噌サラダ

ご存じですか？

材　料（４人分）

カボチャ　………………… 1/4個
ナス　　…………………… ２本
タマネギ　………………… １個
ニンニク　………………… １片
サラダ油　…………… 大さじ２
お好みの味噌　……… 大さじ２
赤酒　　……………… 大さじ２
酢　　　……………… 大さじ１

　　　カボチャには、強力な抗

酸化作用があるビタミンＥ、精

神的ストレスを和らげてくれる

ビタミンＣなどが含まれていま

す。また、緑黄色野菜に含まれ

る代表的な栄養素のβカロテン

には、疲労回復や免疫力を強化

する効果もあるようです。

　また、カボチャに含まれるリ

グナンは、ホルモンのバランス

を整えてくれます。冷え性や美

容の対策など多くの要素を満た

してくれるカボチャの食べ方は、

天ぷら、煮物、サラダなどいろ

いろありますが、食べる時は必

ず皮ごと食べましょう。

　皮の部分にこそ栄養が豊富

だって、ご存じでしたか？

　

７
月
３
日
（
金
）
か
ら
降
り
始
め

た
雨
は
４
日
（
土
）
未
明
に
か
け
て

豪
雨
へ
変
わ
り
、
県
南
部
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

４
日
未
明
、
大
雨
警
報
の
発
令
を

受
け
て
、
町
で
は
役
場
本
庁
舎
に
注

意
体
制
班
を
招
集
し
、
町
内
の
被
害

確
認
や
避
難
所
開
設
を
実
施
。
幸
い

町
内
に
は
大
き
な
被
害
は
確
認
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
報
道
さ
れ
る
被

災
地
の
現
状
は
、
熊
本
地
震
を
経
験

し
て
い
て
も
想
像
を
超
え
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
発
災
後
、
熊
本
県
町
村

会
の
要
請
に
応
じ
て
被
災
地
へ
人
的

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
る

被
災
地
に
対
し
て
町
職
員
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
。
熊
本
地
震
後
の
混

乱
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
日
常
業
務

と
向
き
合
い
続
け
る
毎
日
で
す
。
皆

さ
ん
も
被
災
地
に
思
い
を
寄
せ
な
が

ら
、
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
に
つ
い

て
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（
と
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 
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こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）
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「
文
教
の
ま
ち
『
甲
佐
』
で
、

自
ら
考
え
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

子
を
育
て
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
教
職
者
と
し
て
の
経
験
を

活
か
し
て
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
の

は
、
本
町
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「I

ア

ユ

・YO
U

ス
ポ
ー
ツ

＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
（
ア
ユ
ス

ポ
）」
の
「
放
課
後
自
習
室
」
で

塾
長
を
務
め
る
岩
下
勇
治
さ
ん

（
写
真
最
左
）。

　

岩
下
さ
ん
は
、
平
成
31
年
３
月

ま
で
町
立
白
旗
小
学
校
で
校
長
を

務
め
て
お
り
、
校
長
時
代
の
縁
で

昨
年
７
月
か
ら
同
自
習
室
の
前
身

と
な
る
「
こ
ど
も
ミ
ラ
イ
塾
」
の

立
ち
上
げ
に
参
加
し
た
。

　
「
実
は
私
の
初
任
地
も
白
旗
小

で
す
。
教
員
時
代
の
最
後
も
同
じ

白
旗
小
で
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
、

甲
佐
町
に
は
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
学
習
支
援
塾
立
ち
上

げ
の
話
を
い
た
だ
き
、
恩
返
し
が

で
き
れ
ば
と
、
塾
長
を
引
き
受
け

ま
し
た
」
と
岩
下
さ
ん
。

　

同
自
習
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
無
料
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
を

活
用
し
て
取
り
組
ん
だ
自
学
の
評

価
と
指
導
を
対
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
い
な
が
ら
、「
自
ら
取
り
組

む
学
び
方
」
と
「
学
ぶ
た
め
の
技

術
」
の
習
得
を
支
援
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

学
校
が
休
校
と
な
る
中
も
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
自
学
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
ア
プ
リ
に
よ
る

学
習
支
援
を
実
施
。
長
期
休
校
に

よ
る
教
育
格
差
が
心
配
さ
れ
て
い

る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら
学

ぶ
力
を
発
揮
す
る
な
ど
、
思
わ
ぬ

成
果
が
生
れ
て
い
る
。

　
「
自
学
を
進
め
る
上
で
ま
ず
大

切
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
や
る

気
を
う
ま
く
引
き
出
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
す
。
ご
家
庭
で
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
お
子
さ
ん
の
が
ん
ば
り

を
理
解
し
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
学
ぶ
こ
と
の
楽
し

さ
に
気
付
い
て
く
れ
ま
す
よ
」
と

岩
下
さ
ん
。

　

甲
佐
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育

成
が
目
標
と
い
う
岩
下
さ
ん
の
目

に
は
、
夢
の
扉
を
開
き
、
未
来
を

創
る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
し
た
姿

が
映
り
込
ん
で
い
る
。
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こうさ広 報

自
学
を
身
に
付
け
て

夢
の
扉
を
開
き
未
来
を
創
ろ
う

Kosa
Style
こうさ スタイル

アユスポ「放課後自習室」/毎週水曜

午後４時30分より「しゃらの樹」に

て開催。オンライン学習も活用しな

がら小・中学生が学習に取り組む。

詳細は Mail ayusupo.kosa@gmail.comまで。

放課後自習室
Tutoring Center

〔I
ア 　 ユ

・YOUスポーツ＆カルチャークラブ〕


